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ワークショップおよび国際委員会等参加報告書

2013年 5月 30日 

報告者 

氏名：石川 守 

所属：北海道大学地球環境科学研究院 

会合名 GTN-P 

会合目的 

GTN-Pは永久凍土の温度を全球規模で持続的に観測する国際的なイニシアティブである。本会議で

は散逸するデータの網羅的収集や共通の観測プロトコル構築などを各国代表者が集い議論した。 

主催団体（共催の場合並記） USN, GCOS, GCW, CAREERI, IPA, IASC, WMO, UNESCO/IOC, UNEP, ICSU, FAO, NSF 

会合年月日 2013 年 5 月 6 日 ～ 5 月 8 日

会合場所 会場名称： WMO Headquarter 国名（都市名）：Swiss(Geneva) 

出席者（日本人は所属とと

もに分かる範囲で記載） 

GTN-P 実行委員ほか、GTN-P 各国代表、別紙参照 

会合開催の経緯 

主要な議論と決定事項 

共通データベース利用法の紹介、気候モデルやリモートセンシング研究における GTN-Pデータの意

義・利活用、長期維持に向けた Funding獲得 

本会合の今後と関連会合 
本会議は定期的に開催される予定。2014年予定の次回開催地として中国・蘭州が名乗りを上げた。 

2014年 6月ポルトガルでの EUCOP（欧州永久凍土会議）でも関連する会合が開催される予定 

会合における報告者の役

割、発表内容 

日本国内およびモンゴルでの永久凍土観測体制の紹介 

報告者ないし日本のコミュ

ニティー・JCARが留意すべ

き点、およびアクションを

起こすべき事項 

日本のコミュニティは永久凍土地帯で多くの観測研究を長年にわたって展開してきたが、そのこと

は国際的に周知されているとは言い難い。この現状を改善する一助として、地温に代表されるよう

な基本的なデータを国際的な場に積極的に公開していくことが必要である。本会議で紹介された

GTN-Pデータベースは、今後多くの関連分野が参照することになる。ここに GRENEやその他の枠組

みで取得されてきたデータを公開していくことの意義は大きいと考える。 

GTN-Pデータベースの科学的な価値は長期にわたって広域的なデータが蓄積されることに尽きる。

日本のコミュニティはロシアやカナダ、モンゴルなどで観測を行っているが、これらは時限つきの

Fundingでまかなわれていることがほとんどで決して持続的となっていない。現地の研究者に全面

的に委託する、データの取得を地域社会と協働していくなど、観測体制の多様化・広範化も視野に

含めるべきであろう。 

備考（上記以外の事項） 



（A） 

添付資料（○をつける） 

・アジェンダ 

・主な参加者一覧 

・会合の配布・発表資料（可能な範囲） 

・会合主催者作成の報告書（後日提出可） 

・その他（                     ） 
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